
<プログラム>
●13：00～13：05    開会挨拶 釧路公立大学 学長・地域経済研究センター長 小磯 修二
●13：05～14：20 「関東大震災（1923年）から学ぶ」

武田 晴人 氏（東京大学大学院経済学研究科 教授）
●14：20～15：35 「原発事故後のエネルギー政策と石炭の役割」

橘川 武郎 氏（一橋大学大学院商学研究科 教授）
●15：45～16：30 「釧路コールマイン株式会社の現状と将来」

松本 裕之 氏（釧路コールマイン株式会社 常務執行役員）
●16：30～17：00 全体討論

司会 宮下 徹 (釧路公立大学教授・釧路産炭地域総合発展基金活用事業審査委員会委員長・釧路市中心市街地活性化協議会副会長)

参加無料
当セミナーは事前登録制となっております。eメー
ルまたはFAXにてお申し込み下さい。（申込用紙
は裏面もしくはホームページにございます。）

《参加申し込み・お問い合わせ先》

釧路公立大学地域経済研究センター

電話 0154(37)5325 Fax 0154(37)5376

E-mail  r-center@kushiro-pu.ac.jp
http://www.kushiro-pu.ac.jp/center/index.html

※報告者、テーマなどは事前の予告なく変更させていただく場合がございます。あらかじめご了承いただけますようお願い致します。

釧路公立大学「地域研究」第20号刊行記念 地域経済セミナー

東日本大震災からみえたこと
-エネルギーと経済復興について考える-

2011年3月11日に発生した東日本大震災は、日本がかつて経験したことのない未曾有の被害を
国土にもたらし、福島原発の放射能漏れ事故は、いまだに収束に至っていません。世界的にエネル
ギー供給が逼迫する中で、ドイツやスイスなどがいち早く脱原発を推進していこうとしており、今後、世
界のエネルギー事情は大きく変動していこうとしています。
日本では、明治以降の経済発展を国内の石炭資源の供給により達成してきました。しかし、戦後の
高度経済成長期にコスト高の石炭が、急速に衰退していった記憶は遠い昔のことではありません。
今回のセミナーでは、経済史・経営史研究の分野で第一人者であり、経済産業研究所でのフェ
ロー経験のある2名と、日本で唯一の坑内採掘を行い、海外研修事業が高い評価を受けている釧
路コールマイン株式会社から1名を講師としてお招きし、釧路の地から日本の今後の経済復興とエネ
ルギー政策の方向性について、考えていきます。

太平洋海底下での石炭採掘現場（釧路コールマイン㈱提供）



○ 講師略歴 ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

釧路公立大学『地域研究』第 20 号刊行記念 地域経済セミナー 

『東日本大震災からみえたこと-エネルギーと経済復興について考える-』参加申込書 

平成２３年  月     日  

釧路公立大学地域経済研究センター 宛 

FAX：0154-37-5376   Email：r-center@kushiro-pu.ac.jp 

 

ご氏名（必須）       肩書（職名）       

ご所属（会社名等）（必須） 

 

※特にない場合は、「なし」とお書きください。 

      

電話番号（必須）       

Email アドレス（必須）       

今後、釧路公立大学地域経済研究センターからの連絡、シンポ

ジウム等のご案内について（必須） 

希望する   

希望しない 

 

ご氏名（必須）       肩書（職名）       

ご所属（会社名等）（必須） 

 

※特にない場合は、「なし」とお書きください。 

      

電話番号（必須）       

Email アドレス（必須）       

今後、釧路公立大学地域経済研究センターからの連絡、シン

ポジウム等のご案内について（必須） 

希望する   

希望しない 

 
 
※登録していただいた個人情報は、釧路公立大学地域経済研究センターからの連絡、釧路公立大
学地域経済研究センター主催・共催・後援のシンポジウム・フォーラム・セミナー等のご案内に
利用させていただきます。但し、講師の方から要望があった場合には、参加者のリストを提供す
る場合があります。 

武田 晴人 氏 

1979 年東京大学大学院経済学研究科博士課程修了、1988 年経済学博士（東京大学）、東京大学経済
学部助教授などを経て 1996 年から現職。 
主な著作に『日本産銅業史』（東京大学出版会、1987 年）、『日本人の経済観念』（岩波書店、1999 年）、
『財閥の時代』（新曜社、2005 年）、『仕事と日本人』（ちくま新書、2008 年）、『日本近現代史８高度成長』
（岩波新書、2008 年）など。 

橘川 武郎 氏 

1983 年東京大学大学院経済学研究科博士課程修了、1996 年経済学博士（東京大学）、東京大学社会
科学研究所教授などを経て 2007 年から現職。 
主な著作に『日本電力業発展のダイナミズム』（名古屋大学出版会、2004 年）、『地域からの経済再生―
産業集積・イノべーション・雇用創出―』（有斐閣、2005 年）、『資源小国のエネルギー産業』（芙蓉書房出
版、2009 年）など。 

松本 裕之 氏 

1980 年室蘭工業大学大学院修士課程修了、1994 年工学博士、太平洋炭礦株式会社技術課課長、同東
京支社調査部長などを経て、2009 年から現職。 
主な著作に「太平洋炭礦の総合的技術開発と生産効率向上」（共著、資源・素材学会『資源と素材』116
巻６号、2000 年）、「釧路コ－ルマインとアジア産炭国における技術および人材交流」（『資源と素材』122
巻 10 号、2006 年）など。 




